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本
文
訳

言
う
こ
と
の
で
き
る
道
は
久
し
く
続
く
道
で
な
い
。
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
名
は
久
し
く
続
く
名
で
な
い
。
名
の
な
い
所
か
ら
天
地
が
始
ま
る
。
天
地
が

万
物
の
母
に
な
る
。
常
に
、
無
は
微
の
極
で
あ
る
妙
を
見
よ
う
と
す
る
。
常
に
、

有
は
そ
の
帰
す
る
所
を
見
よ
う
と
す
る
。
無
と
有
は
同
じ
も
の
か
ら
出
て
来
る

が
、
名
称
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
同
じ
も
の
を
玄
と
言
う
。
同
じ
も
の
は
玄

と
名
づ
け
て
い
る
が
、
さ
ら
に
玄
で
あ
り
、
多
く
の
妙
（
微
の
極
）
の
門
で
あ

る
。通

し
番
号
1

章
内
番
号
1

識
別
番
号
1
・
1

本

文
1
道
可
道
、
2
非
常
道
、
3
名
可
名
、
4
非
常
名
、

1
dào

ke

�dào,
2
fēi
cháng

dào,
3
m
íng

ke

�m
íng,

4
fēi

cháng
m
íng,

い

⑵道
の⑴道
う
べ
き
は
、

⑶常
の
道
に
非
ず
、
名
の
名
づ
く
べ
き
は
、
常
の
名
に

非
ず
、

い
⑴
道
う：

言
う

現
代
日
本
語
で
「
報
道
」
と
使
う
。
報
道
の
「
道
」
は
「
言
う
」

の
意
味
で
使
っ
て
い
る
。「
み
ち
」
の
意
味
で
な
い
。
現
代
で
も
道
を
「
言

う
」の
意
味
に
使
う
用
法
は
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

道
、
言
也（
道
、

言
な
り
）（
孟
子
朱
注
35‐

1
）

仲
尼
之
徒
、
無
道
桓
文
之
事
者
（
仲

い

尼
の
徒
、
桓
文
の
事
を
道
う
者
無
し
）（
孟
子
35‐

2
）

い

⑵
道
の
道
う
べ
き
は
、
常
の
道
に
非
ず：

こ
こ
は
「
道
の
道
と
す
べ
き
は
常
の
道

に
非
ず
」
と
読
む
の
が
定
説
で
あ
る
。
老
子
の
説
く
道
は
道
と
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。「
道
の
道
と
す
べ
き
は
常
の
道
に
非
ず
」
と
言
う
な
ら
、

老
子
の
道
も
常
の
道
で
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
太
田
晴
軒
は
「
道
」

は
「
従
う
」「
由
る
」
だ
と
す
る
。
し
か
し
老
子
の
道
は
無
為
自
然
に
従
い

由
っ
て
い
る
。「
従
い
由
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
常
の
道
で
な
い
」
と
言

う
な
ら
、
老
子
の
道
も
常
の
道
で
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
方「
道

は
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
」と
い
う
の
は
老
子
の
言
う
道
の
特
徴
で
あ
り
、

『
老
子
』
の
他
の
箇
所
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

行
不
言
之
教
（
不

言
の
教
え
を
行
う
）（
老
子
8‐

1
）

有
物
混
成
、
先
天
地
生
、
寂
兮

寥
兮
、
獨
立
不
改
、
周
行
而
不
殆
、
可
以
為
天
下
母
、
吾
不
知
其
名
、
字

之
曰
道
、
強
為
之
名
、
曰
大
（
物
有
り
て
混
成
た
り
、
天
地
に
先
だ
ち
て

せ
き

り
ょ
う

ひ
と

か

あ
や

生
ず
、
寂
た
り
寥
た
り
、
独
り
立
ち
て
改
わ
ら
ず
、
周
行
し
て
殆
う
か
ら

あ
ざ
な

ず
、
以
て
天
下
の
母
と
為
る
べ
し
、
吾
其
名
を
知
ら
ず
、
之
に
字
し
て
道

と
曰
う
、
強
い
て
之
が
名
を
為
し
て
、
大
と
曰
う
）（
老
子
25‐

1
）

不
言
之
教
、
無
為
之
益
、
天
下
希
及
之
（
不
言
の
教
え
、
無
為
の
益
は
、

ま
れ

天
下
之
に
及
ぶ
こ
と
希
な
り
）（
老
子
2
2
2‐

1
）

不
言
而
善
應
（
言

わ
ず
し
て
善
く
応
ず
）（
老
子
3
9
8‐

1
）
ま
た
こ
の
章
の
終
わ
り
で
、

始
と
母
、
名
無
し
と
名
有
る
、
無
と
有
が
出
て
く
る
も
の
を
玄
と
名
づ
け

て
い
る
、
こ
の
玄
は
道
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
あ
る
。
王
弼
は
「
玄
者
、
冥

也
、
默
然
無
有
也
、
始
母
之
所
出
也
、
不
可
得
而
名
、
故
不
可
言
、
同
名

曰
玄
、
而
言
謂
之
玄
者
、
取
於
不
可
得
而
謂
之
然
也
（
玄
は
、
冥
な
り
、

黙
然
と
し
て
有
る
こ
と
無
き
な
り
、
始
母
の
出
る
所
な
り
、
得
て
名
づ
く

る
べ
か
ら
ず
、
故
に
言
う
べ
か
ら
ず
、
同
じ
く
名
づ
け
て
玄
と
曰
う
、
之

を
玄
と
謂
う
と
言
う
は
、
得
て
之
を
然
り
と
謂
う
べ
か
ら
ざ
る
に
取
る
な

り
）（
老
子
王
弼
注
5‐

9
）
と
注
釈
し
て
お
り
、
玄
、
つ
ま
り
道
は
言
う

こ
と
が
で
き
な
い
し
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
言
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
道
で
な
い
の
で
あ
る
。
王
弼
も
「
道
」
を

い
「
道
う
」
と
読
ん
で
い
る
。
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⑶
常：

久
し
い

常
者
久
也
（
常
は
久
な
り
）（
范
應
元
）

知
和
曰
常
（
和

を
知
る
を
常
と
曰
う
）（
老
子
2
8
5‐

2
）

王
弼
注1

可
道
之
道
、
2
可
名
之
名
、
3
指
事
造
形
、
4
非
其
常
也
、
5
故
不
可

道
、
6
不
可
名
也
、

1
ke

�dào
zhī
dào,

2
ke

�

m
íng

zhī
m
íng,

3
zhǐ
shì
zào

xíng,
4
fēi
qí
cháng

ye

�,
5
gù
bù
ke

�dào,
6
bù
ke

�m
íng

ye

�,

い道
う
べ
き
の
道
、
名
づ
く
べ
き
の
名
は
、
事
を
指
し
形
を
造
り
、
其
常
に

い

非
ざ
る
な
り
、
故
に
道
う
べ
か
ら
ず
、
名
づ
く
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、

王
弼
注
訳

言
う
こ
と
の
で
き
る
道
、
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
名
は
、
事
を
指
し
形

を
作
り
久
し
く
続
く
も
の
で
な
い
。
だ
か
ら
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
名

づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

私
た
ち
の
社
会
は
言
葉
を
重
ん
じ
る
社
会
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
、

書
物
、Y

ouT
ube

、SN
S

（Social
N
etw
orking

Service

）
な
ど
で

人
々
は
多
く
の
言
葉
を
発
し
て
い
る
。
言
葉
で
真
理
を
言
う
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
人
々
は
言
葉
を
発
信
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
言
葉
は
人
間
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
持
っ
て
い
る
も
の
で
な
い
。
生

後
周
囲
の
人
が
話
し
て
い
る
こ
と
か
ら
習
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
語

が
話
さ
れ
て
い
る
環
境
で
育
て
ば
日
本
語
を
話
す
よ
う
に
な
る
。
英
語
が

話
さ
れ
て
い
る
環
境
で
育
て
ば
英
語
を
話
す
よ
う
に
な
る
。
言
葉
は
自
分

が
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
る
。
育
つ
環
境
に
よ
り
話
す
言

葉
が
違
っ
て
く
る
。
人
間
に
本
来
備
わ
る
も
の
が
環
境
に
よ
り
変
わ
る
と

は
考
え
に
く
い
。
だ
か
ら
言
葉
は
人
間
に
本
質
的
な
も
の
で
な
い
。
本
質

的
な
も
の
で
な
い
言
葉
で
本
質
的
な
道
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
考
え

に
く
い
。
道
は
言
葉
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
言
葉
で
言
う
こ
と

の
で
き
る
道
は
真
の
道
で
な
い
こ
と
に
な
る
。

通
し
番
号
2

章
内
番
号
2

識
別
番
号
1
・
2

本

文
1
無
名
天
地
之
始
、
2
有
名
萬
物
之
母
、

1
w
ú
m
íng
tiān

dì
zhī
shǐ,2

yǒu
m
íng
w
àn
w
ù
zhī
m
ǔ,

⑵名
無
き
は
天
地
の
始
め
な
り
、

⑴名
有
る
は
万
物
の
母
な
り
、

⑴
名
有
る：

天
地

有
名
者
、
天
地
是
也
（
名
有
る
は
、
天
地
是
れ
な
り
）（
太

田
晴
軒
）

⑵
名
無
き
は
天
地
の
始
め
な
り
、名
有
る
は
万
物
の
母
な
り：

こ
れ
は
老
子
2
0
1

‐

1
の
「
天
下
の
万
物
は
有
に
生
ず
、
有
は
無
に
生
ず
」
の
言
い
換
え
で
あ

る
。

王
弼
注1

凡
有
皆
始
於
無
、
2
故
未
形
、
3
無
名
之
時
則
為
萬
物
之
始
、
4
及
其

4
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有
形
、
5
有
名
之
時
、
6
則
長
之
育
之
、
7
亭
之
毒
之
、
8
為
其
母
也
、
9

言
道
以
無
形
無
名
始
成
萬
物
、
10
以
始
以
成
而
不
知
其
所
以
、
11
玄
之
又
玄

也
、1

fán
yǒu

jiē
shǐ
yú
w
ú,2

gù
w
èi
xíng,

3
w
ú
m
íng
zhī

shí
zé
w
éi
w
àn
w
ù
zhī
shǐ,4

jí
qí
yǒu

xíng,5
yǒu

m
íng

zhī
shí,6

zé
zhǎng

zhī
yù
zhī,

7
tíng

zhī
dú
zhī,

8
w
éi

qí
m
ǔ
ye

�,
9
yán

dào
yǐ
w
ú
xíng

w
ú
m
íng

shǐ
chéng

w
àn
w
ù,
10
yǐ
shǐ

yǐ
chéng

ér
bù
zhī

qí
suǒ

yǐ,
11
xuán

zhī
yòu

xuán
ye

�,

凡
そ
有
は
皆
無
に
始
ま
る
、
故
に
未
だ
形
せ
ず
し
て
名
無
き
の
時
は
則
ちま

万
物
の
始
め
と
為
る
、
其
形
有
り
て
名
有
る
の
時
に
及
べ
ば
、
則
ち
⑴之
を
長

と
と
の

あ
つ

し
之
を
育
て
、
之
を
亭
え
、
之
を
毒
く
し
、
其
母
と
為
る
な
り
、
言
え
ら
く
、

道
は
無
形
無
名
を
以
て
始
ま
り
万
物
を
成
し
、
以
て
始
ま
り
以
て
成
り
其
所

さ
ら

以
を
知
ら
ず
、
玄
は⑵

又
に
玄
な
り
、

ま

と
と
の

あ
つ

⑴
之
を
長
し
之
を
育
て
、
之
を
亭
え
之
を
毒
く
す：

老
子
2
5
7‐
3
の
引
用

語

釈
は
そ
こ
を
参
照

さ
ら

⑵
又
に：

さ
ら
に

又
、
猶
更
也
（
又
、
猶
更
の
ご
と
き
な
り
）

東
山
、

蓋
魯
城
東
之
高
山
、
而
太
山
則
又
高
矣
（
東
山
、
蓋
し
魯
の
城
東
の
高
山

さ
ら

な
り
、
太
山
は
則
ち
又
に
高
し
）（
孟
子
朱
注
8
6
1‐

2
）

王
弼
注
訳

有
は
み
な
無
に
始
ま
る
。
だ
か
ら
形
が
な
く
名
が
な
い
時
が
万
物
の
始
め

と
な
る
。
形
が
で
き
名
が
あ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
を
増
や
し
、
そ
れ
を

育
て
、
そ
れ
を
整
え
、
そ
れ
を
厚
く
し
て
、
そ
の
母
と
な
る
。
道
は
形
が
な

く
名
が
な
い
所
か
ら
始
ま
り
万
物
を
成
す
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
り
、

ど
の
よ
う
に
し
て
成
る
の
か
は
わ
か
ら
ず
、
玄
が
さ
ら
に
玄
で
あ
る
と
言
っ

て
い
る
。

こ
こ
は
人
間
の
認
識
で
き
る
も
の
に
対
す
る
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。

物
を
始
め
る
の
は
無
で
あ
り
、
無
は
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
間

の
言
葉
で
表
現
で
き
る
も
の
で
な
く
、人
間
が
認
識
で
き
る
も
の
で
な
い
。

始
ま
っ
た
も
の
を
増
や
し
、
育
て
、
整
え
、
厚
く
す
る
の
は
有
の
す
る
こ

と
で
あ
る
。
有
は
名
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
だ
か
ら
、
人
間
の
言
葉

で
表
現
で
き
る
し
、
人
間
が
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ひ

ら
め
き
」
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
無
か
ら
ふ
と
心
に
湧
く
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
が
湧
い
た
の
か
、
そ
の
機
序
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か

し
こ
の
ふ
と
し
た
「
ひ
ら
め
き
」
が
大
き
な
力
を
持
つ
の
で
あ
る
。
人
間

の
学
問
は
こ
の「
ひ
ら
め
き
」で
発
達
し
て
来
た
。A

I

（A
rtificial

Intel-
ligence

）
が
発
達
し
、
驚
く
ほ
ど
正
確
な
回
答
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ａ
Ｉ
は
Ａ
Ｉ
が
学
習
し
た
こ
と
か
ら
回
答
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
は
言
葉
で
表

現
さ
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
有
か
ら
学
習
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
に
無
か
ら
ふ
と

生
じ
る
「
ひ
ら
め
き
」
は
な
い
。
無
か
ら
生
じ
る
「
ひ
ら
め
き
」
が
あ
る

所
が
、
人
間
が
Ａ
Ｉ
よ
り
優
れ
る
所
だ
ろ
う
。
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通
し
番
号
3

章
内
番
号
3

識
別
番
号
1
・
3

本

文
1
故
常
無
欲
以
觀
其
妙
、

1
gù
cháng

w
ú
yù
yǐ
guàn

qí
m
iào,

⑴故
に
常
に
無
は
以
て
其
妙
を
観
る
こ
と
を
欲
す
、

き
ょ
う

⑴
故
に
常
に
無
は
以
て
其
妙
を
観
る
こ
と
を
欲
す
、
常
に
有
は
以
て
其
徼
を
観
る

こ
と
を
欲
す：
こ
こ
は
「
常
に
無
欲
に
し
て
以
て
其
妙
を
観
る
、
常
に
有

き
ょ
う

欲
に
し
て
以
て
其
徼
を
観
る
」
と
読
む
本
が
多
い
。
し
か
し
こ
れ
は
「
名

無
き
は
天
地
の
始
め
な
り
、
名
有
る
は
万
物
の
母
な
り
」
に
続
く
文
で
あ

る
。
無
と
有
の
こ
と
を
主
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
無
欲
、
有
欲
の
こ

と
で
な
い
。
こ
こ
も
無
と
有
の
こ
と
と
考
え
な
け
れ
ば
、
つ
な
が
り
が
悪

き
ょ
う

く
な
る
。
ま
た
ど
う
し
て
「
徼
を
観
る
」
の
は
有
欲
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
と
思
う
。
も
の
を
見
る
の
は
、
心
を
無
欲
、
平
静
に
し
て
見
な
け

れ
ば
そ
の
帰
趨
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。「
い
つ
も
欲
が
あ
る
立

場
に
立
て
ば
万
物
が
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
結
果
が
見
れ
る
だ
け
」
と
の

訳
が
あ
る
が
、
多
欲
で
あ
れ
ば
、
欲
で
目
が
濁
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
結
果
も

よ
く
見
え
な
い
。

王
弼
注1

妙
者
、
2
微
之
極
也
、
3
萬
物
始
於
微
而
後
成
、
4
始
於
無
而
後
生
、

5
故
常
無
欲
空
虛
、
6
可
以
觀
其
始
物
之
妙
、

1
m
iào
zhě,

2
w
ēi
zhī
jí
ye

�,
3
w
àn
w
ù
shǐ
yú
w
ēi
ér

hòu
chéng,

4
shǐ
yú
w
ú
ér
hòu

shēng,
5
gù
cháng

w
ú

yù
kòng

xū,6
ke

�yǐ
guàn

qí
shǐ
w
ù
zhī
m
iào,

妙
は
、
微
の
極
な
り
、
万
物
は
微
に
始
ま
り
て
後
成
る
、
無
に
始
ま
り
て

後
生
ず
、
故
に
常
に
無
は
空
虛
に
し
て
以
て
其
物
を
始
め
る
の
妙
を
観
る
べ

き
を
欲
す
、

王
弼
注
訳

妙
は
微
の
極
で
あ
る
。
万
物
は
微
に
始
ま
り
て
成
り
、
無
に
始
ま
り
て
生

じ
る
。
だ
か
ら
無
は
常
に
空
虚
で
、
物
を
始
め
る
妙
を
見
よ
う
と
す
る
。

通
し
番
号
4

章
内
番
号
4

識
別
番
号
1
・
4

本

文
1
常
有
欲
以
觀
其
徼
、

1
cháng

yǒu
yù
yǐ
guàn

qí
jiào,

き
ょ
う

常
に
有
は
以
て
其⑴

徼
を
観
る
こ
と
を
欲
す
、

き
ょ
う

⑴
徼：

帰
終
（
王
弼
注
）

王
弼
注1

徼
、
2
歸
終
也
、
3
凡
有
之
為
利
、
4
必
以
無
為
用
、
5
欲
之
所
本
、

6
適
道
而
後
濟
、
7
故
常
有
欲
可
以
觀
其
終
物
之
徼
也
、

1
jiào,2

guī
zhōng

ye

�,
3
fán
yǒu

zhī
w
éi
lì,
4
bì
yǐ
w
ú

w
éi
yòng,

5
yù
zhī
suǒ

be

�n,
6
shì
dào

ér
hòu

jǐ,
7
gù

cháng
yǒu

yù
ke

�yǐ
guàn

qí
zhōng

w
ù
zhī
jiào

ye

�,

徼
、
帰
終
な
り
、
凡
そ
有
の
利
と
為
る
は
、
必
ず
無
以
て
用
と
為
し
、
⑵本

6
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ゆ

か
な

な

づ
く
所
に⑴之
く
を
欲
す
れ
ば
な
り
、
道
に
適
い
て
後
に⑶済
る
、
故
に
常
に
有

き
ょ
う

は
以
て
其
物
を
終
え
る
の
徼
を
観
る
べ
き
を
欲
す
る
な
り
、

ゆ
⑴
之
く：

行
く

之
、
往
也
（
之
、
往
な
り
）

有
託
其
妻
子
於
其
友
、
而

ゆ

之
楚
遊
者
（
其
妻
子
を
其
友
に
託
し
て
、
楚
に
之
き
遊
ぶ
者
有
り
）（
孟
子

92‐
3
）

ゆ

か
な

な

⑵
本
づ
く
所
に
之
く
を
欲
す
れ
ば
な
り
、
道
に
適
い
て
後
に
済
る：

定
説
で
は
こ

か
な

な

こ
は
「
欲
の
本
づ
く
所
は
、
道
に
適
い
て
後
に
済
る
」
と
読
む
。
欲
の
本

づ
く
所
と
は
富
貴
の
こ
と
だ
ろ
う
か
ら
、「
道
に
か
な
う
と
富
貴
が
得
ら
れ

る
」
と
な
っ
て
し
ま
い
、
富
貴
を
得
る
た
め
に
道
に
か
な
う
よ
う
に
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
老
子
の
主
張
と
矛
盾
す
る
。

欲
入
所
臥

（
臥
す
る
所
に
入
る
こ
と
を
欲
す
）（
論
衡
別
通
）
と
い
う
用
法
が
あ
り
、

こ
れ
は
入
を
之
に
し
、
臥
を
本
に
し
た
形
で
あ
る
。

な
⑶
済
る：

な
る

濟
、
成
也
（
済
、
成
な
り
）

五
霸
則
假
借
仁
義
之
名
、

以
求
濟
其
貪
欲
之
私
耳
（
五
霸
は
則
ち
仁
義
の
名
を
仮
借
し
て
、
以
て
其

な

貪
欲
の
私
を
済
す
を
求
め
る
の
み
）（
孟
子
朱
注
8
7
5‐

5
）

王
弼
注
訳

徼
は
帰
し
終
わ
る
所
で
あ
る
。
有
が
利
に
な
る
の
は
、
み
な
必
ず
無
で
有

を
用
い
、
基
づ
く
所
に
行
こ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
無
の
道
に
か
な
っ
て

き
ょ
う

初
め
て
成
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
有
は
常
に
物
が
終
わ
る
徼
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
望
む
。

凡
そ
有
の
利
と
為
る
は
、
必
ず
無
以
て
用
と
為
す

こ
れ
は
非
常
に
感
銘
深
い
言
葉
で
あ
る
。
私
た
ち
は
有
か
ら
も
の
を
為

し
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
心
や
自
然
の
無
を
経
由
し
て
為
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
か
ら
と
、
そ
れ
を
実
行
す
る
。
こ
れ

は
有
だ
け
を
見
て
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
も
無
の
心

で
よ
く
考
え
る
。
無
の
心
で
判
断
し
て
理
に
あ
た
る
と
判
断
し
て
始
め
て

実
行
す
る
。
デ
ー
タ
と
い
う
有
が
あ
っ
て
も
、
心
と
い
う
無
で
用
い
る
こ

と
に
よ
り
、
有
は
始
め
て
利
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
と
い
う
有

を
心
の
無
で
考
え
る
こ
と
な
く
用
い
れ
ば
必
ず
害
を
も
た
ら
す
。

テ
レ
ビ
は
な
ぜ
人
に
益
よ
り
も
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
多
い
の
か
も
こ

れ
で
説
明
で
き
る
。
テ
レ
ビ
が
表
示
す
る
動
画
は
有
で
あ
る
。
た
い
て
い

の
人
は
そ
の
動
画
の
有
を
心
の
無
で
よ
く
考
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
動
画

の
有
に
影
響
さ
れ
て
行
動
す
る
。
心
の
無
を
用
い
て
い
な
い
か
ら
、
テ
レ

ビ
に
動
か
さ
れ
た
そ
の
行
動
は
理
に
合
わ
ず
人
に
害
を
も
た
ら
す
。
安
倍

晋
三
暗
殺
事
件
で
は
、
山
上
被
告
の
い
た
位
置
か
ら
で
は
、
ど
の
よ
う
に

撃
っ
て
も
安
倍
晋
三
氏
が
受
け
た
よ
う
な
銃
創
は
で
き
な
い
。
そ
れ
だ
け

で
山
上
被
告
が
犯
人
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
心
の
無
を
用
い
れ

ば
テ
レ
ビ
の
言
っ
て
い
る
こ
と
に
理
が
な
い
の
は
わ
か
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
大
半
の
人
は
テ
レ
ビ
の
動
画
の
有
の
み
を
見
て
、
心
の
無
を
用
い
て

い
な
い
。
そ
れ
で
ほ
と
ん
ど
の
人
は
山
上
被
告
が
安
倍
晋
三
氏
を
殺
害
し

た
と
思
っ
て
い
る
。

第1章 通し番号4

7



通
し
番
号
5

章
内
番
号
5

識
別
番
号
1
・
5

本

文
1
此
兩
者
同
出
而
異
名
、
2
同
謂
之
玄
、
3
玄
之
又
玄
、

4

妙
之
門
、

1
cǐ
liǎng

zhě
tóng

chū
ér
yì
m
íng,

2
tóng

w
èi
zhī

xuán,3
xuán

zhī
yòu

xuán,4
zhòng

m
iào
zhī
m
én,

⑴此
両
者
は
同
じ
き
に
出
て
名
を
異
に
す
、
同
じ
き
は
之
を
玄
と
謂
う
、
⑵玄

さ
ら

は
又
に
玄
、

⑶衆
妙
の
門
な
り
、

⑴
此
両
者：

王
弼
は
「
始
」
と
「
母
」
と
す
る
。「
名
無
し
は
天
地
の
始
め
な
り
、

名
有
る
は
万
物
の
母
な
り
」
だ
か
ら
、「
名
無
し
」
と
「
名
有
る
」
の
こ
と

で
も
あ
る
。「
名
無
し
」
は
「
無
」
に
あ
た
り
、「
名
有
る
」
は
「
有
」
に

あ
た
る
か
ら
、「
無
」
と
「
有
」
の
こ
と
で
も
あ
る
。

⑵
玄：

老
子
5‐

1
、
老
子
5‐

2
の
同
を
指
す

⑶
衆
妙：

多
く
の
妙

衆
は
「
多
い
」
の
意
味
が
あ
る
。

衆
、
多
也
（
衆
、

お
お

多
な
り
）

殺
人
之
眾
、
以
哀
悲
泣
之
（
人
を
殺
す
こ
と
が
衆
け
れ
ば
、

哀
悲
以
て
之
に
泣
く

眾：

衆
の
異
字
体
）（
老
子
1
6
9‐
21
）

王
弼
注1

兩
者
、
2
始
與
母
也
、
3
同
出
者
、
4
同
出
於
玄
也
、
5
異
名
、
6
所

施
不
可
同
也
、
7
在
首
則
謂
之
始
、
8
在
終
則
謂
之
母
、
9
玄
者
、
10
冥
也
、

11
默
然
無
有
也
、
12
始
母
之
所
出
也
、
13
不
可
得
而
名
、
14
故
不
可
言
、
15

同
名
曰
玄
、
16
而
言
謂
之
玄
者
、
17
取
於
不
可
得
而
謂
之
然
也
、
18
謂
之
然

則
不
可
以
定
乎
一
玄
而
已
、
19
則
是
名
則
失
之
遠
矣
、
20
故
曰
、
21
玄
之
又

玄
也
、
22
眾
妙
皆
從
同
而
出
、
23
故
曰
眾
妙
之
門
也
、

1
liǎng

zhě,
2
shǐ
yŭ
m
ǔ
ye

�,
3
tóng

chū
zhě,

4
tóng

chū
yú
xuán

ye

�,
5
yì
m
íng,

6
suǒ

shī
bù
ke

�tóng
ye

�,
7
zài
shǒu

zé
w
èi
zhī
shǐ,

8
zài
zhōng

zé
w
èi
zhī
m
ǔ,

9
xuán

zhě,
10
m
íng
ye

�,
11
m
ò
rán

w
ú
yǒu

ye

�,
12
shǐ

m
ǔ
zhī
suǒ

chū
ye

�,
13
bù
ke

�dé
ér
m
íng,

14
gù
bù
ke

�

yán,
15
tóng

m
íng

yuē
xuán,

16
ér
yán

w
èi
zhī
xuán

zhě,
17
qŭ
yú
bù
ke

�dé
ér
w
èi
zhī
rán

ye

�,
18
w
èi
zhī

rán
zé
bù
ke

�yǐ
dìng

hū
yī
xuán

ér
yǐ,
19
zé
shì
m
íng

zé
shī
zhī
yuǎn

yǐ,20
gù
yuē,21

xuán
zhī
yòu

xuán
ye

�,
22
zhòng

m
iào
jiē
cóng

tóng
ér
chū,

23
gù
yuē

zhòng
m
iào
zhī
m
én
ye

�,

両
は
、
始
と
母
な
り
、
同
じ
く
出
る
は
、
同
じ
く
玄
に
出
る
な
り
、
名
を

は
じ
め

異
に
す
る
は
、
施
す
所
同
じ
く
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、⑴

首
に
在
れ
ば
則
ち
之

を
始
と
謂
い
、
終
に
在
れ
ば
則
ち
之
を
母
と
謂
う
、
玄
は
、
冥
な
り
、
黙
然

と
し
て
有
る
こ
と
無
き
な
り
、
⑵始
母
の
出
る
所
な
り
、
得
て
名
づ
く
る
べ
か

ら
ず
、
故
に
言
う
べ
か
ら
ず
、
同
じ
く
名
づ
け
て
玄
と
曰
う
、
之
を
玄
と
謂

う
と
言
う
は
、
得
て
之
を
然
り
と
謂
う
べ
か
ら
ざ
る
に
取
る
な
り
、
之
を
然

り
と
謂
え
ば
則
ち
以
て
⑶一
の
玄
を
定
む
べ
か
ら
ず
、
則
ち
是
れ
名
づ
く
れ
ば

さ
ら

則
ち
之
を
失
う
こ
と
遠
し
、
故
に
曰
く
、
玄
は
又
に
玄
な
り
、
衆
妙
は
皆
同

よ

じ
き⑷従
り
出
ず
、
故
に
衆
妙
の
門
と
曰
う
な
り
、

は
じ
め

⑴
首：

始
め

首
、
始
也
（
首
、
始
な
り
）（
釋
名
釋
形
體
）

夫
禮
者
、
忠

は
じ
め

信
之
薄
、
而
亂
之
首
（
夫
れ
礼
は
、
忠
信
の
薄
き
に
し
て
、
乱
の
首
な
り
）

（
老
子
1
9
4‐

15
）

8
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⑵
始
母
の
出
る
所
な
り：

こ
れ
を
「
始
は
母
の
出
る
所
な
り
」
と
読
む
本
が
あ
る
。

始
と
母
は
玄
か
ら
出
る
と
老
子
は
言
っ
て
い
る
。
始
は
母
が
出
る
所
と
は

書
い
て
な
い
。

⑶
一：
道

一
の
気

天
得
一
以
清
（
天
は
一
を
得
て
以
て
清
な
り
）（
老
子

1
9
6‐

1
）

こ
こ
は
「
一
」
を
数
字
の
「
一
」
と
取
る
の
が
定
説
で
あ

る
。
し
か
し
「
一
つ
の
玄
」
と
読
む
と
玄
が
複
数
あ
る
こ
と
に
な
る
。
玄

は
道
の
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
道
が
複
数
あ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
一
玄
」
は
「
一
の
玄
」
と
読
む
。

よ
⑷
従
り：

よ
り

か
ら

從
、
自
也
（
従
、
自
な
り
）

乃
知
此
心
不
從
外

よ

得
（
乃
ち
此
の
心
は
外
従
り
得
ざ
る
を
知
る
）（
孟
子
朱
注
42‐

15
）

王
弼
注
訳

両
は
始
と
母
で
あ
る
。
同
じ
く
出
る
は
、
同
じ
く
玄
か
ら
出
る
で
あ
る
。

名
を
異
に
す
る
は
、施
す
先
を
同
じ
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

は
じ
め

施
す
先
が
首
に
あ
る
と
始
と
言
う
。施
す
先
が
終
わ
り
に
あ
る
と
母
と
言
う
。

玄
は
冥
で
あ
り
、
黙
々
と
し
て
有
る
こ
と
が
な
く
、
始
と
母
が
出
て
来
る
所

で
あ
る
。
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

始
と
母
が
出
て
来
る
所
は
同
じ
く
玄
と
名
づ
け
る
。
玄
と
言
う
の
は
、
こ
の

よ
う
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
所
か
ら
名
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う

で
あ
る
と
言
う
な
ら
ば
、
一
の
玄
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
名
づ
け
る

と
実
体
を
失
い
実
体
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
玄
は
さ
ら
に
玄

で
あ
る
と
言
う
。
多
く
の
妙
は
み
な
同
じ
も
の
か
ら
出
て
来
る
。
だ
か
ら
衆

妙
の
門
と
言
う
。

第
二
章

章
番
号
2

章
内
番
号
1
〜
5

通
し
番
号
6
〜
10

本
文
訳

天
下
の
人
が
皆
よ
い
こ
と
と
す
る
と
悪
い
も
の
が
あ
る
。
皆
が
善
と
す
る
と

不
善
が
あ
る
。
有
が
あ
る
の
は
無
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
無
が
あ
る
の
も
有
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
難
が
あ
る
の
は
易
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
易
が
あ
る
の
も

難
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
長
が
あ
る
の
は
短
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
短
が
あ
る

の
も
長
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
高
が
あ
る
の
は
低
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
低
が

あ
る
の
も
高
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
音
が
和
す
の
は
む
こ
う
の
音
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
む
こ
う
の
音
が
和
す
の
も
こ
ち
ら
の
音
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
前
が
あ
る
の
は
後
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
後
が
あ
る
の
も
前
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
だ
か
ら
聖
人
は
無
為
の
こ
と
に
い
る
。
不
言
の
教
え
を
行
う
と
、
万

物
は
自
然
に
起
こ
る
。
道
は
物
を
生
じ
る
が
、
生
じ
た
物
を
有
す
る
こ
と
が
な

い
。
道
は
為
す
が
、
為
す
こ
と
に
頼
ら
な
い
。
功
を
成
し
て
も
功
に
お
ら
な
い
。

功
に
お
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か
ら
、
功
が
自
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
。

通
し
番
号
6

章
内
番
号
1

識
別
番
号
2
・
1

本

文
1
天
下
皆
知
美
之
為
美
、
2
斯
惡
已
、
3
皆
知
善
之
為
善
、

4
斯
不
善
已
、
5
故
有
無
相
生
、
6
難
易
相
成
、
7
長
短

相
較
、
8
高
下
相
傾
、
9
音
聲
相
和
、
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